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（Drawn by Hinako FUJIMURA） 

 

 以
い

前
ぜん

、「アゼルバイジャン共
きょう

和
わ

国
こく

」という国
くに

に 3年
ねん

ほど住
す

んだことがある。ロ

シアの南
みなみ

、イランの北
きた

にあり、首
しゅ

都
と

バクーはカスピ海
かい

に面
めん

している。バクーで

はいつも、カスピ海
かい

からの風
かぜ

が町
まち

中
じゅう

を吹
ふ

いている。 

 私
わたし

がバクーに住
す

み始
はじ

めたのは、5月
がつ

だった。「今
いま

が一番
いちばん

いい季
き

節
せつ

ですよ。いい

ときにいらっしゃいましたね。」と新
あたら

しい同
どう

僚
りょう

が言
い

った。5月
がつ

の公園
こうえん

には、この

国
くに

の人
ひと

が大
だい

好
す

きなバラの花
はな

が咲
さ

き乱
みだ

れていた。日暮
ひ ぐ

れには多
おお

くの人
ひと

が公園
こうえん

に集
あつま
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まって、好
す

きなように時
じ

間
かん

を過
す

ごしていた。子
こ

どもたちがボールを手
て

に遊
あそ

ぶのを

ベンチに座
すわ

りながら見
み

ているお母
かあ

さん。その隣
となり

のベンチには肩
かた

を組
く

んで仲
なか

良
よ

さ

そうに話
はな

しているカップル。ローラースケートの練
れん

習
しゅう

をしている若者
わかもの

の姿
すがた

も

あった。 

 夏
なつ

になると、色鮮
いろあざ

やかな果物
くだもの

や野
や

菜
さい

が通
とお

りで売
う

られるようになる。田舎
い な か

から

車
くるま

いっぱいにスイカを積
つ

み込
こ

んで、街角
まちかど

で売
う

っている、立
りっ

派
ぱ

なひげのおじさん。

かごいっぱいのチェリーを、手押
て お

し車
ぐるま

に乗
の

せて売
う

り歩
ある

く、腰
こし

の曲
ま

がったおばあ

さん。どれもおいしそうで、よく買
か

った。そして、実際
じっさい

にとてもおいしかった。 

 夏
なつ

の夜
よる

は長
なが

い。雨
あめ

がほとんど降
ふ

らないこの町
まち

では、外
そと

にテーブルと椅子
い す

を置
お

い

て、人々
ひとびと

は夏
なつ

の夜
よる

を楽
たの

しむ。飲
の

み物
もの

は濃
こ

い紅茶
こうちゃ

。隣
となり

には様々
さまざま

な種類
しゅるい

のナッツや

ジャム。友達
ともだち

との会
かい

話
わ

も弾
はず

んで、時
じ

間
かん

が経
た

つのも忘
わす

れてしまうほどだ。 

 面白
おもしろ

いのは、秋
あき

が短
みじか

いことだ。だんだん気
き

温
おん

が下
さ

がってくるが、昼
ひる

間
ま

はまだ

汗
あせ

が出
で

るほど暖
あたた

かい日
ひ

もある。そんな日
ひ

が続
つづ

いたかと思
おも

うと、ある日
ひ

突然
とつぜん

、冬
ふゆ

になる。部屋
へ や

にはセントラルヒーティングが入
はい

る。このシステムはとても快適
かいてき

で、

どんなに寒
さむ

い日
ひ

でも、部屋
へ や

の中
なか

は Tシャツで過
す

ごせるほど暖
あたた

かくなる。 

 しかし、外
そと

はいつも曇
くも

り空
ぞら

だった。雪
ゆき

はそれほど降
ふ

らなかったし、気
き

温
おん

もそれ

ほど低
ひく

くはならなかったのだが、夏
なつ

なら気持
き も

ちよく感
かん

じるカスピ海
かい

からの海風
うみかぜ

も、冬
ふゆ

はとても冷
つめ

たく感
かん

じられた。町
まち

の人達
ひとたち

は、厚
あつ

いコートに身
み

を包
つつ

み、それで

もよく散
さん

歩
ぽ

していた。 

 この町
まち

の人
ひと

は散
さん

歩
ぽ

が好
す

きだ。私
わたし

も友人
ゆうじん

とよく散
さん

歩
ぽ

した。地下
ち か

鉄
てつ

の駅
えき

で待
ま

ち合
あ
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わせて、一緒
いっしょ

に歩
ある

いて町
まち

の中
ちゅう

心
しん

地
ち

へ。カフェでお茶
ちゃ

を飲
の

んだあと、今
こん

度
ど

は海岸
かいがん

沿
ぞ

いの公園
こうえん

を歩
ある

く。それから、そこで別
わか

れてそれぞれの家
いえ

へ歩
ある

いて帰
かえ

る。 

 散
さん

歩
ぽ

が好
す

きになった私
わたし

には、いくつかお気
き

に入
い

りの散
さん

歩
ぽ

コースがあった。そ

の一
ひと

つが、丘
おか

の上
うえ

まで上
あ

がって、そこからカスピ海
かい

を眺
なが

めて、またうちに帰
かえ

って

くるというコースだ。丘
おか

の上
うえ

からは、カスピ海
かい

が一望
いちぼう

できる。そして、その海
うみ

か

ら続
つづ

くバクーの町
まち

並
な

みも。 

 丘
おか

の上
うえ

には、昔
むかし

の戦争
せんそう

で亡
な

くなった人
ひと

たちの記
き

念
ねん

碑
ひ

が建
た

てられていた。記
き

念
ねん

碑
ひ

の前
まえ

にはたいてい、赤
あか

い花
はな

が供
そな

えられていた。記
き

念
ねん

碑
ひ

に描
えが

かれている人々
ひとびと

の顔
かお

は、海
うみ

の方向
ほうこう

を静
しず

かに見
み

つめていた。戦争
せんそう

ではひどい経験
けいけん

をしたのだろうが、記
き

念
ねん

碑
ひ

の中
なか

では穏
おだ

やかな表 情
ひょうじょう

で平
へい

和
わ

な日
にち

常
じょう

を過
す

ごしている人
ひと

のように見
み

えた。 

 一説
いっせつ

には、バクーは古
ふる

いペルシア語
ご

が語
ご

源
げん

で、「風
かぜ

の町
まち

」を意味
い み

する。私
わたし

は今
いま

、

日本
に ほ ん

に戻
もど

って横浜
よこはま

という町
まち

に住
す

んでいるが、ここも海
うみ

に面
めん

した町
まち

だ。海
うみ

沿
ぞ

いにあ

る山下公園
やましたこうえん

を歩
ある

いて、海
うみ

からの潮風
しおかぜ

を受
う

けるとき、ふと、あのバクーにいたころ

を懐
なつ

かしく思
おも

い出
だ

す。 

 

（1286字
じ

） 

（2021.4 Written by Yuki MORI） 
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 ライセンスの下
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合
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典
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